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NITS・教職大学院等 

コラボ研修プログラム 

支援事業報告書 

 

実施機関名・連携機関名 
国立大学法人秋田大学教職大学院 共催:教育文化学部附属教職高度化センター 
後援:秋田県教育委員会，秋田市教育委員会 
テーマ：全ての子供たちに開かれた「ＧＩＧＡスクール」の実現 

－ＩＣＴを「学び」の道具に－ 

研修等名：【NITS・秋田大学教職大学院コラボ研修】 
第 12回あきたの教師力高度化フォーラム 
本フォーラムは新コロナウィルス対応のため全面オンラインで実施 

開催日時：令和３年 10月９日（土）13時～16時 15分 
開催場所：秋田大学（秋田県秋田市手形学園町１―１） 
参加人数（総数）と参加者の属性：(135人)県内 39人、県外 47人、学内 49人 

内容︓塩見みづ枝氏講演の一部及び司会進行林良雄の総括より 

Society 5.0の社会像・求められる人材像、学びの在り方 
Society 5.0 の社会像としては，定型的業務や数値的に表現可能な業務は、ＡＩ技術により代替が可能
になって，産業の変化、働き方の変化が予想される。日本の課題としては，ＡＩに関する研究開発に人材が
不足、少子高齢化、つながりの希薄化、自然体験の機会の減少が挙げられる。 
自治体における GIGA スクール構想に関連する課題について 
学校の１人１台端末活用等に関して、GIGA スクール構想に関連する課題について、GIGA StuDX 推進

チームにおいて、全国の都道府県及び市町村を対象に、現時点での課題についてアンケートを実施したところ、
概ね次のような状況にあることが明らかになった。 
・義務教育段階においては、１番目と２番目の課題として、「学校の学習指導での活用（701/1761団体、 
39.8％）」「教員の ICT活用指導力（631/1761団体、35.8％）」「持ち帰り関連（568/1761団体、
32.3％）」が挙げられている。更に、その他の課題も含めると「端末の管理・運用（829/1761 団体、47.1
％）」「家庭の通信環境（831/1761団体、47.2％）」が多い。 
・高等学校段階においては、 １番目と２番目の課題として、 「端末整備（36/47 団体、76.6％）」「学校
の学習指導以外での活用（16/47団体、34.0％）」が挙げられている。更に、その他の課題も含めると、「端
末の管理・運用（22/47 団体、46.8％）」「教員の ICT 活用指導力（33/47 団体、70.2％）」「学校
での学習指導での活用（22/47団体、46.8％）」が多くなっている。 
総括︓ICT といえば若い教員というイメージがあるが，一番価値を感じているのはベテラン教員である。いかにベ

テラン教員を巻き込むかが，これから秋田県教員にＩＣＴ利用が広がるポイントとなる。そのためには，
ベテラン教員，若い教員，そしてＩＣＴ支援員がタッグを組むことが必用になる。 

成果︓事後アンケートに 69人が回答,「とても満足」36人,「どちらかというと満足」32人｡以下自由記述より｡ 

・秋田県の現状(市町村教育委員会レベルで)、学校レベルの取組状況、成果･課題について把握できた。 
・ICT が取り入れられた背景や、学校教育が求められている教育の在り方など、たくさん学べました。私が在籍し
ている群馬県では、ハード面の整備は順調に進められています。ただ結局は教員が授業や校務で使っていかなけ
れば「宝の持ち腐れ」だと思っています。多くの教員がこのようなセミナーに参加していくことが大事だと思っている。・
・学校現場の不安の解消を図り、ともにわくわく感を持って GIGA スクールを実現できるよう尽力していきたい。 

アイディアや工夫したこと 

・前大臣官房学習基盤審議官で現文化庁次長の塩見みづ枝氏を講演講師及びコメンテーターとしたことで，
参加者が「ＧＩＧＡスクール」の価値や必要性，文部科学省などの諸施策，全国各地の動向などを直接学
んで，「実現」のための環境や条件，今後の方向性などについて共通理解することができた。 
・ＩＣＴ活用教育が進んでいる秋田県八峰町と，学校数や児童生徒数が秋田県で一番多い秋田市の状況
を対比させて学ぶことができたので，参加者は目指す方向と近々の課題を明確につかむことができた。 
・司会進行の林良雄がＩＣＴ活用教育の専門家として，シンポジウム冒頭で全国及び秋田県の現状や課題
に対する客観的な分析及び考察を示したので，参加者全員が論点を明確に確認できた。 



 

＜写真・図など＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講演講師及びコメンテーター：塩見みづ枝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シンポジスト：秋田県八峰町教育委員会前教育長 千葉良一  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  シンポジスト：秋田市教育委員会学校教育課 進藤義明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンポジウムにおける討論（左下は司会進行の林良雄） 
 
 

                                                            パンフレット 

 


